
小
方
小
学
校
跡
地
の
活
用
案

　

小
方
小
学
校
跡
地
は
︑
広
島
市
側
か
ら

岩
国
市
側
に
か
け
て
︑
Ａ
︑
Ｂ
︑
Ｃ
の
３

つ
の
地
区
に
分
け
て
活
用
す
る
案
を
整
理

し
ま
し
た
。

Ａ
地
区
（
民
間
事
業
用
地
）

　

小
方
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
の

基
本
方
針
に
つ
な
が
る
活
用
を
す
る
民
間

事
業
者
へ
︑
令
和
６
年
度
中
に
売
却
も
し

く
は
賃
貸
と
し
て
公
募
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。
面
積
と
し
て
は
︑
約

５
０
０
０
㎡
~
約
７
０
０
０
㎡
を
考
え
て

い
ま
す
が
︑
詳
細
に
つ
い
て
は
︑
現
時
点

で
は
未
定
で
す
。

Ｂ
地
区

（
中
高
層
住
居
・
小
規
模
商
業
施
設
用
地
）

　
Ｊ
Ｒ
小
方
新
駅
の
開
業
時
期
に
あ
わ
せ

て
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
中
高
層
住
居
の
需

要
が
高
ま
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
売

却
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
︑
生
活
面
を
支
え
る
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
店
舗
が
あ
る
こ
と

で
︑
住
む
場
所
と
し
て
の
魅
力
が
増
し
て

き
ま
す
の
で
︑
そ
う
し
た
店
舗
の
出
店
も

可
能
と
な
る
よ
う
小
規
模
商
業
施
設
も
合

わ
せ
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が
建
設
さ
れ
れ
ば
︑

Ｊ
Ｒ
小
方
新
駅
の
乗
降
客
数
も
増
加
す
る

こ
と
が
見
込
め
る
と
と
も
に
︑
人
口
減
少

対
策
や
基
本
構
想
に
掲
げ
た
﹁
住
ま
い
﹂

﹁
子
育
て
﹂﹁
賑に

ぎ

わ
い
﹂
の
３
本
柱
の
ま
ち

づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

平成 28 年度に策定し
た「小方地区のまちづ
くり基本構想」の核と
なる、小方小・中学校
跡地の活用案につい
て、２月８日に市民説
明会を開催しました。

小方小・中学校跡地活用案図

晴海臨海公園市役所

小
方
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業

気になる大竹　気にいる大竹

小方地区のまちづくり事業
小方小・中学校跡地の活用案
市民説明会を開きました―

問い合わせ　企画財政課　☎59-2125

居住・にぎわい交流（レクリエーション）ゾーン

Ｃ
地
区

（
小
方
新
駅
周
辺
等
住
民
代
替
用
地
）

　

現
在
︑
Ｊ
Ｒ
小
方
新
駅
の
設
置
に
つ
い

て
は
︑
Ｊ
Ｒ
西
日
本
株
式
会
社
に
相
談
し

て
い
る
段
階
で
あ
り
︑
設
置
が
確
定
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
︑
Ｊ
Ｒ
小
方
新
駅
を
整
備
す
る

と
な
っ
た
場
合
︑
新
駅
周
辺
ゾ
ー
ン
に
居

住
す
る
い
ず
れ
か
の
方
に
は
︑
移
転
な
ど

の
影
響
が
あ
り
︑
そ
の
方
々
の
ご
理
解
・

ご
協
力
は
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
︑
そ

の
方
々
の
負
担
が
少
し
で
も
軽
減
す
る
よ

う
︑
現
在
の
居
住
地
の
近
く
に
移
住
で
き

る
場
所
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
︑
代
替
用
地
と
し
て
位
置
づ
け
ま
し
た
。

小
方
中
学
校
跡
地
の
活
用
案

　

小
方
中
学
校
跡
地
で
あ
る
Ｄ
地
区
に
つ

い
て
は
︑
総
合
市
民
会
館
の
総
合
体
育
館

部
分
と
旧
小
方
中
学
校
体
育
館
を
統
合

し
︑
道
の
駅
の
一
部
を
体
育
館
と
し
た 

ス

ポ
ー
ツ
・
体
験
型
の
道
の
駅
を
整
備
し
︑

晴
海
臨
海
公
園
と
一
体
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ

拠
点
と
す
る
考
え
で
す
。

　

な
お
︑
ス
ポ
ー
ツ
・
体
験
型
の
道
の
駅

の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
︑
一
般
的
な
道
の
駅

の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
農
産
物
や
海
産
物
の

販
売
に
加
え
て
例
え
ば
︑
気
軽
に
体
育
館

で
卓
球
︑
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
︑
バ
ス
ケ
ッ
ト
な

ど
が
で
き
︑
ま
た
は
施
設
全
体
が
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
や
レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
の
遊
び
体

験
が
で
き
る
な
ど
︑
ス
ポ
ー
ツ
や
体
を
動

か
す
体
験
を
メ
イ
ン
に
し
た
全
国
的
に
も

特
徴
の
あ
る
道
の
駅
を
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
︑
道
の
駅
基
本
構
想
・
基
本

計
画
の
策
定
︵
令
和
６
年
度
~
令
和
７
年

度
︶
の
中
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ＪＲ小方新駅設置検討（需要予測）
住民アンケートを実施

問い合わせ　都市計画課　☎59-2167

　市では、JR西日本に新駅の設置を検討してもらうため、
住民アンケートや企業ヒアリング、施設利用者アンケート
など、新駅利用者の予測を行うために必要な調査を行いま
した。今回は、住民アンケートの結果の一部を紹介します。
　住民アンケートは、令和5年９月20日から10月20日の約
１カ月間行いました。対象者は、JR小方新駅を利用する可
能性が高い小方中学校区に居住している15歳以上の方と
し、無作為で抽出した2500人に送付しました。
　その結果、半数以上の1402人から回答があり、設問「新
駅設置時の鉄道の利用意向について」では、69.2％と約７
割の方が「使うまたは使う可能性がある」との回答でした。

【アンケート結果】

対象範囲・配布数・
有効回答数 人数

住民全体
における
割合

アンケート
配布数
における
割合

小方中学校区住民（R5.9） 7,818人 100.0％

アンケート配布数（R5.9） 2,500人 32.0％ 100.0％

有効回答数（R5.10） 1,402人 17.9％ 56.1％

新駅設置時の鉄道の利用意向 人数 割合

使うまたは使う可能性がある 970人 69.2％

使わない 398人 28.4％

無回答 34人 2.4％

合　計 1,402人 100.0％

２月８日の市民説明会での質疑
や資料などは、市ホームページ
に掲載しています。
トップページ＞組織から探す＞総務部
＞企画財政課＞業務案内＞まちづくり
の計画や戦略・行財政改革＞小方地区
のまちづくり＞小方地区のまちづくり事
業について市民説明会を開催しました。

QRコードからも検索できます。

トップページ＞組織から探す＞建設
部 > 都市計画課＞業務案内 > 都市
計画＞小方地区のまちづくり関連＞

「小方地区のまちづくり基本構想」
関連 JR 小方新駅設置検討に係る住
民アンケートの集計結果について

アンケート結果については、市ホーム
ページで公開していますので、ご覧くだ
さい。QR コードからも検索できます。
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令
和
５
年
度
広
島
県
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
︑﹃
広
報
お
お
た
け
﹄

の
令
和
５
年
11
月
号
の
表
紙
写
真

が
写
真
部
門
︵
一
枚
写
真
の
部
︶

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

写
真
部
門
で
の
最
優
秀
賞
受
賞
は

令
和
２
年
度
以
来
で
す
。

　
審
査
員
か
ら
は
﹁
神み

輿こ
し

を
か
つ

ぐ
人
の
並
び
も
き
れ
い
に
計
算
し

て
あ
り
︑
後
ろ
の
人
ま
で
映
っ
て

い
る
。
迫
力
が
あ
り
な
が
ら
も
︑

整
理
さ
れ
て
い
る
写
真
﹂
な
ど
の

講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　
取
材
や
撮
影
に
ご
協
力
い
た
だ

だ
い
た
皆
さ
ん
︑
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

※
県
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
は
︑
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　基本構想は、幸せあふれる大竹市の未来づ
くりに向けて、「こんなまちにしよう」という
想
おも

いと決意を宣言した計画です。
　全ての市民が共有するまちづくりの理念で
あり、市民にとっての幸せとは何か、またそれ
をどのようにして生み出していくかを市全体
で考え、行動していくための出発点となるも
のです。

　　 目的は

　　 先人たちが築き、残してくれた大
竹市を、さらに幸せ感の高いまち
として、未来にあふれる８つの幸
せを実現するために、市民の皆さ
んの思いが込められた市制施行
70 周年記念事業を実施すること
で、まちづくりの原動力となる「ま
ちへの愛着心」を深めてもらうこ
とを目的としています。

　　 事業の流れは

　　 ①申請
　　　 申請団体は、提案事業申請書と

関係書類を自治振興課窓口に提
出します。

　　②審査
　　　 申請順に交付決定基準を満たし

ているかの審査を行います。
　　③決定通知
　　　 審査結果（交付または不交付）

を申請団体に通知します。
　　④助成金請求
　　　 助成金の交付が決定された申請

団体は、所定の様式により助成
金を請求します。

　　⑤交付
　　　 申請団体が指定した口座に助成

金を交付します。
　　⑥実施
　　　 申請団体は、事業を実施します。
　　⑦結果報告
　　　 事業終了後、申請団体は事業の

実施内容の報告書を提出します。
　　※ 助成金が余った場合は市に返還

が必要です。

　　団体をつくるのって難しそう

　　 これをやりたい！という友人同士
でかまいません。まずは相談して
ください。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

表 2   「未来にあふれる８つの幸せ」（大竹市まちづくり基本構想）

　現在のまちの良さや、市民が感じている幸せを守り、より高めてい
くために、何十年先の未来でも実現していたいまちの姿です。市民の
皆さんならではのアイデアをお待ちしています。

未来にあふれる８つの幸せ
何十年先の未来でも実現していたいまちの姿

豊かな自然と
共存できる幸せ

水と緑に囲まれ心地よい空気に満ち、多くの人
が訪れています。人と自然が共存し、豊かな恵
みによって暮らしが営まれています。

笑顔と優しさに
包まれる幸せ

あたたかさに包まれ、笑顔があふれています。
みんなで見守り、支え合い、自分らしい生き方
ができています。

活気とにぎわいに
あふれる幸せ

商工業が活気にあふれ、まちがにぎわっていま
す。やりがいにあふれ、誰もが充実感を持って
過ごしています。

子どもが健やかに
育つ幸せ

子育ての喜びに包まれながら、子どもたちが健
やかに育っています。

生涯安心して
暮らせる幸せ

保健・医療・福祉が充実し、住み慣れた地域で安
心して暮らしています。

安全で快適に
過ごせる幸せ

道路や交通機関など暮らしに必要なものが整
い、住みやすさを感じられます。犯罪や事故の
少ない安全な暮らしが守られています。

大好きなまちで
生きられる幸せ

まちの歴史を大切にし、新たな文化を育んでい
く気概に満ちています。誰もが大竹への愛着と
誇りを持ち、心豊かに生活しています。

学び、成長できる
幸せ

教育が充実し、大竹で生まれ育った多くの人た
ちが広く社会で活躍しています。学び、挑戦し、
成長できる環境の中で、誰もが輝いています。

県ホームペー
ジ検索はこち
らから

大竹市まちづくり基本構想とは

県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

写
真
部
門
で

最
優
秀
賞
受
賞

問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課　

☎
59
２
１
２
４

提案事業●Q&A

1

2

3

4

5

6

7

8

対
象
事
業

　
交
付
決
定
日
か
ら
令
和
７
年
３

月
31
日
㈪
ま
で
に
︑原
則
と
し
て
︑

市
内
で
実
施
し
︑
完
了
す
る
事
業

で
︑
事
業
名
に
﹁
市
制
施
行
70
周

年
﹂
を
掲
げ
た
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
事
業

①
市
制
施
行
70
周
年
を
周
知
す
る

事
業

②
大
竹
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想

に
掲
げ
る
﹁
未
来
に
あ
ふ
れ
る

８
つ
の
幸
せ
﹂
の
実
現
に
向
け

た
事
業
︵
表
２
︶

対
象
経
費

　
表
１
の
と
お
り

　
大
竹
市
は
︑
令
和
６
年
９
月
１

日
に
市
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
日
を
︑
市

全
体
で
盛
り
上
げ
︑
ふ
る
さ
と
大

竹
へ
の
愛
着
心
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
︑
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
幸

せ
あ
ふ
れ
る
未
来
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な

記
念
事
業
を
募
集
し
︑
助
成
金
を

交
付
し
ま
す
。

※
こ
の
事
業
の
﹁
市
民
﹂
と
は
︑

次
の
い
ず
れ
か
の
方
で
す
。
①
市

内
居
住
②
市
内
事
業
所
に
勤
務
し

て
い
る
③
市
内
学
校
に
通
学
し
て

い
る

助
成
金
の
交
付
条
件

上
限
額

　
申
請
１
件
に
つ
き
20
万
円

　
︵
予
算
の
範
囲
内
で
決
定
︶

募
集
期
間

　
４
月
８
日
㈪
~
６
月
28
日
㈮

※
応
募
件
数
な
ど
に
よ
っ
て
は
期

間
を
延
長
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

応
募
資
格

　
３
人
以
上
で
︑
市
内
を
中
心
に

活
動
す
る
団
体
︵
代
表
者
お
よ
び

会
則
な
ど
を
定
め
て
い
る
こ
と
︶

申
請
方
法

　
所
定
の
申
請
書
で
自
治
振
興
課

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
と
手
引
き
の
設
置
場
所

　

市
役
所
︵
自
治
振
興
課
︶︑
各

支
所
︑
栄
公
民
館
︑
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
ロ
ン
︑
総
合
市
民
会
館
︑

サ
ン
ト
ピ
ア
大
竹
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
請
の
前
に
手
引
き
で
詳
細
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

まずは自治振興課に
相談してね

対象外の事業
次のいずれかに該当する事業は、対象外です。
❶法令および公序良俗に反する ❷不当な利益を得るため
に利用されるおそれがある ❸特定の政治、思想、宗教な
どの活動に利用されるおそれがある ❹市の品位を損ね、
または正しい理解を妨げる ❺市の信用を失墜させ、また
は損害を与えるおそれがある ❻助成金が、団体またはグ
ループそのものの運営経費に充てられ、事業性がない ❼
国、地方公共団体（本市を含む。）、または民間の助成団
体などが実施する他の財政的支援制度の対象となってい
る ❽その他承認することが不適当と認められる

表 1   対象経費 （ 対象外となる経費については手引きを
ご覧ください）

報償費

催事などの講師、アドバイザー、出
演者または調査・研究を行う専門家
などへの謝礼、賞状・記念品に要す
る費用など

旅　費
外部講師・出演者・スタッフなどの
活動場所までの交通費や宿泊費な
ど

需用費
機材・資材などの購入費、チラシ・ポ
スター・報告書などの印刷製本費、
消耗品費など

役務費
通訳料、翻訳料、原稿料、切手代など
の通信運搬に係る経費、保険料など

使用料及び賃借料
会場使用料、車両・機械などの賃借
料など

その他経費 その他市長が必要と認める経費

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
で

幸
せ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に

問
い
合
わ
せ　

自
治
振
興
課　

☎
59
２
１
４
２

市
制
施
行
70
周
年
記
念

募 集

市
民
提
案
事
業

市
民
提
案
事
業
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